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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
 

２
－
３

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
６
４
Ｎ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
携
帯
ゲ
ー
ム
と
官
房
長
官
と
の
狙
撃
事
件
に
関
係
を
感
じ
た
浅
井
　
啓
刑
事
。

誰
か
が
貢
を
事
件
に
引
き
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
－
－

『
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
 

２
』
３
話
目
で
す
。
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３
．
逮
捕
（
前
書
き
）

や
っ
と
更
新
し
ま
し
た
ね
ー
。
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３
．
逮
捕

　
貢
の
点
滴
に
寄
り
添
う
浅
井
　
啓
刑
事
の
元
へ
、
２
人
の
警
察
官
が
現
れ
、

　
「
浅
井
　
啓
刑
事
。
貴
方
を
逮
捕
し
ま
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
ガ
シ
ャ
ン

　
左
手
首
に
銀
色
の
手
錠
が
か
け
ら
れ
た
。

　
「
ど
う
い
う
事
。
」

　
「
何
か
や
っ
た
の
？
啓
。
」

　
啓
と
貢
は
同
時
に
そ
う
言
っ
た
。

　
「
ご
同
行
を
願
い
ま
す
。
」

　
素
直
に
彼
ら
と
共
に
病
室
の
白
い
ド
ア
へ
と
向
か
う
啓
に
、

　
「
啓
。
」

　
貢
は
声
を
か
け
た
。

　
「
大
丈
夫
だ
よ
。
」

　
グ
レ
ー
の
ス
ー
ツ
を
着
た
啓
は
軽
く
振
り
返
り
、

　
「
何
か
の
間
違
い
っ
し
ょ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
バ
タ
ン

　
ド
ア
は
閉
じ
ら
れ
た
。
貢
は
暫
く
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
そ
こ
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
「
こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
防
衛
省
と
も
警
視
庁
と
し
て
も
君
を
呼
び
だ
せ

な
か
っ
た
か
ら
ね
。
」

　
桜
田
門
に
あ
る
警
視
庁
　
長
官
室
で
。

　
広
い
そ
こ
に
は
、
３
人
の
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
。

　
内
閣
官
房
長
官
、
警
視
庁
長
官
、
防
衛
省
長
官
。

　
「
こ
れ
は
、
ま
た
随
分
な
顔
ぶ
れ
で
。
」
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髪
を
か
き
上
げ
な
が
ら
、
浅
井
啓
は
こ
の
雰
囲
気
に
似
合
わ
な
い
の
ん
び
り

と
し
た
口
調
で
口
を
切
っ
た
。

　
「
今
日
、
『
犯
人
』
か
ら
犯
行
予
告
声
明
が
届
い
た
。
」

　
と
、
広
い
テ
ー
ブ
ル
の
椅
子
に
腰
か
け
る
警
視
庁
長
官
が
目
の
前
の
小
さ
な

Ｍ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
指
示
し
た
。

　
「
犯
行
声
明
文
？
」

　
啓
は
目
を
細
め
た
。
「
何
で
す
か
、
そ
れ
。
」

　
「
日
本
改
造
計
画
ら
し
い
。
」

　
防
衛
省
長
官
が
答
え
る
。
「
今
ま
で
の
事
件
は
全
て
我
々
を
撹
乱
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
啓
が
目
を
細
め
る
。
「
そ
れ
で
。
」

　
「
こ
れ
は
、
最
高
機
密
だ
が
。
」

　
官
房
長
官
が
答
え
る
。
「
湾
岸
戦
争
の
半
年
ほ
ど
前
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
タ
リ

バ
ン
に
よ
る
人
質
事
件
が
起
き
た
。
そ
の
中
に
粕
谷
現
地
総
領
官
の
２
人
の
息

子
が
含
ま
れ
て
い
た
。
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
粕
谷
拓
未
く
ん
と
拓
也
く
ん
と
い
う
。
」

　
「
拓
未
と
拓
也
。
」

　
ぼ
そ
り
と
啓
が
呟
く
。
「
・
・
・
　
・
・
・
そ
れ
で
。
」

　
「
そ
の
後
強
行
突
破
で
救
出
さ
れ
た
人
の
中
に
そ
の
少
年
の
姿
は
無
か
っ
た
。

」　
「
探
そ
う
と
し
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

　
「
状
況
的
に
無
理
だ
っ
た
。
」

　
防
衛
省
長
官
が
言
っ
た
。
「
だ
が
－
－
－
今
回
こ
の
Ｍ
Ｄ
を
送
っ
て
き
た
人

物
は
『
全
て
』
を
知
っ
て
い
る
。
拓
未
く
ん
の
事
も
、
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
事
も
Ｓ
Ｗ

Ａ
Ｐ
（
警
視
庁
特
別
行
動
部
隊
）
の
事
も
。
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
混
乱
』
だ
と
犯
人
は
言
っ
て
い
る
。
」

バ
ベ
ル

　
「
『
混
乱
』
・
・
・
　
・
・
・
・
」

バ
ベ
ル
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そ
れ
は
、
あ
の
日
、
拓
未
が
拓
也
（
貢
）
に
残
し
た
言
葉
。

　
「
昨
夜
官
房
長
官
が
発
砲
を
受
け
た
事
件
の
時
、
貢
く
ん
は
携
帯
ケ
ー
ム
を

し
て
い
た
ら
し
い
ね
、
『
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
』
と
い
う
Ｈ
．
Ｎ
を
持
つ
相
手
と
。

」　
警
視
長
官
が
そ
う
尋
ね
る
と
、

　
「
え
え
。
ち
ょ
っ
と
昨
夜
の
事
件
と
繋
が
っ
て
る
気
が
し
た
の
で
、
彼
に
は

そ
の
ま
ま
ゲ
ー
ム
を
続
け
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
」

　
素
直
に
啓
は
言
っ
た
。

　
「
そ
の
彼
の
携
帯
の
履
歴
を
調
べ
る
と
」

　
警
視
庁
長
官
は
静
か
に
、
「
発
信
先
は
全
て
世
界
中
の
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
だ
っ

た
。
」

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
啓
の
目
が
細
ま
る
。
「
そ
の
『
犯
人
』
は
、
ど
う
し
て
も
貢
を
『
事
件
』
に

巻
き
込
み
た
い
ら
し
い
で
す
ね
。
」

　
自
分
の
見
解
を
述
べ
る
。
「
じ
ゃ
あ
、
昨
日
の
事
件
も
彼
を
－
－
－
貢
を
巻

き
込
む
た
め
に
策
略
さ
れ
た
も
の
？
」

　
「
そ
う
い
う
事
に
な
る
。
」

　
官
房
庁
長
官
は
答
え
た
。

　
「
彼
の
記
憶
は
？
」

　
防
衛
省
長
官
が
尋
ね
る
。

　
「
い
や
、
ま
だ
で
す
－
－
－
た
だ
。
」

　
啓
は
真
剣
な
眼
差
し
で
、
「
『
誰
か
』
が
彼
を
事
件
に
引
き
込
ん
で
い
る
ん

で
す
・
・
・
　
・
・
・
そ
う
、
『
混
乱
』
さ
せ
る
為
に
。
」

バ
ベ
ル

　
彼
の
頭
の
中
を
拓
未
の
存
在
が
よ
ぎ
る
。

　
２
時
間
後
、
啓
は
貢
の
病
室
に
い
た
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ど
れ
が
い
い
？
」

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
数
冊
、
貢
に
見
せ
な
が
ら
い
つ
も
通
り
の
ん
び
り
し
た
口

調
で
啓
は
尋
ね
た
。
「
や
っ
ぱ
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
付
い
て
る
方
が
い
い
よ
ね
ー
。

」
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「
・
・
・
　
・
・
・
何
か
あ
っ
た
の
？
啓
。
」

　
「
別
に
。
」

　
「
何
か
隠
し
て
る
？
」

　
「
別
に
。
」

　
い
つ
も
の
啓
だ
っ
た
。
貢
は
目
を
細
め
、

　
「
俺
の
せ
い
？
」

　
「
じ
ゃ
な
い
よ
。
」

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
、
啓
は
答
え
た
。
「
俺
は
お
前
の
記
憶
が
戻
ら
な
い

で
欲
し
い
と
思
っ
て
る
。
」

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
俯
く
貢
。
「
や
っ
ぱ
俺
っ
て
啓
に
と
っ
て
迷
惑
な
存
在
な
の
か
な
？
」

　
「
そ
ん
な
事
な
い
よ
。
」

　
啓
は
優
し
く
否
定
し
、
彼
の
頭
を
撫
で
た
。

　
「
お
前
は
今
ま
で
通
り
で
い
い
。
俺
が
守
っ
て
み
せ
る
。
」

　
啓
の
中
で
、
先
刻
の
話
し
か
ら
一
つ
の
『
結
論
』
が
出
て
い
た
。

　
相
手
は
－
－
－
犯
人
は
人
じ
ゃ
な
い
。

　
『
国
』
だ
。
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３
．
逮
捕
（
後
書
き
）

最
近
 

ａ
．
ｎ
．
ｊ
ｅ
ｌ
ｌ
 

の
公
式
サ
イ
ト
に
ハ
マ
っ
て
る
か
ら
（
＝
＝
）
ｖ

見
つ
け
た
ら
声
を
お
か
け
下
さ
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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